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緒言
量詞にはさまざまな種類があり、日本において、入門・初級段階で紹
介されている“匯云”、“匯委”のような専用量詞の他にも、名詞や動詞
から借用された「借用量詞」がある。本稿は「借用量詞」の中で特に「臨
時借用量詞」に注目して考察し、使い方が便利で且つ効果的な表現力を
有する修辞手法としての「臨時借用量詞」の教育が初級レベルから中
級・上級にレベルアップを図るための一手段として必要であることを提
言するものである。
昨年実施された第５５回中国語検定、第２級筆記問題の中に、「徽甜櫛
匆氏囑欺匯乂蕩賑音挫、揮匯暁徨音諾遇栖議人薩。」という一文があっ
た。この中の“匯暁徨”（胸いっぱい）の“暁徨”は「臨時借用量詞」
であり、数詞の“匯”に“暁徨”という名詞を借りて臨時量詞とし、数
量フレーズを作り、後の“音満”を量的に修飾するものである。他にも、
“匯彑徨暇”や“匯塁徨繁”のように、一般名詞である“彑徨”や“塁
徨”が臨時的に量詞に変身し、“テーブルいっぱいの料理”、“部屋いっ
ぱいの人”という意味になるものもある。このような「臨時借用量詞」
の使い方は中国人の日常生活の中でごく自然に幅広く使われ、その効果
的な表現力の役割は時に専用量詞以上に大きいものである。
しかし現在、日本における量詞の学習は基本の専用量詞の学習に留
まっている。各教科書は一斉に“匯云”、“匯委”、“匯岬”、“匯嫖”、“匯
屶”、“匯訳”、“匯褒”、“匯周”等の初級レベルの量詞を取り上げた後は、
中級・上級へのレベルアップに繋がるようなやや高度な量詞を学習する
ようにはなされていない。「高度な量詞」とは何か、漠然とした言い方
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ではあるが、少なくとも「臨時借用量詞」のような品詞活用法、豊かで
効果的な表現法がそれに近い一面を具えていると言えよう。
日本には、最初の学習意欲が旺盛な中で目を見張る進歩を見せ、中国
語検定の準４級から３級までは順調に進むのだが、次の２級へのハード
ルがなかなか越せず苦悩する多くの学習者がいる。初級の次に何を勉強
すれば良いのか、目に見える進歩の後に訪れる停滞や一進一退の不安定
な状況の中を彷徨う学習者達に何を提示すべきだろうか。
そこで、本稿では初級で習得した多くの語彙や基礎文法をいかに応用
し、多彩な表現によるスピーキング・ライティング、スピーディで正確
なリスニング、リーディングにおいては的確な意味理解といった総合的
な実力を養成するには、品詞活用法の一つである「臨時借用量詞」の学
習が重要であることを検討し、学習を通して日本語に直訳できない様々
な中国人の表現方式、更に中国の文化をより一層理解することによって
初めて中級・上級へのレベルアップが可能であることを提言する。
一． 量詞の分類について
初級と中級のレベルの区別にははっきりとした境界線が見えにくい。
発音の定着、語彙の拡大、基礎文法の土台作りが重要な初級的内容であ
るとすれば、語彙と文法の結合応用と活用が中級の学習内容でなければ
ならない。初級から中級・上級へのレベルアップに、なぜ「臨時借用量
詞」を学習する必要があるのか、そもそも「臨時借用量詞」とは何か、
ここでまず量詞の分類から「臨時借用量詞」の位置付けをみてみたいと
思う。
現代中国語の中で常用量詞の数は数百個もあると言われている。名詞
や動詞から借用されてきたいわゆる「借用量詞」も入れればその数は更
に計り知れないものとなる。なぜなら、量詞に借用できる名詞の数が大
変多いからである。
ここで量詞の分類について、これまでに国内外の多数の専門家によっ
ていくつもの分類がなされてきた中で、物量詞と動量詞を比較的きめ細
かに分類した表を以下に紹介する。
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量 詞 分 類 表１）
物 量 詞
専
用
量
詞
１天然量詞
個体量詞：倖 嫖 云 訳 薪
集合量詞：険 斤 褒 蛤 耗
標準量詞：針 緒 致 巷戦
２度量衡量詞
不定量詞：乂 泣隅
３部分量詞：粁 准
４類別量詞：嶽 窃
借
用
量
詞
１専用借用量詞
名詞：笥 附
動詞：撃 畝
２臨時借用量詞
容器機能を兼ねた名詞：塁徨 彑徨 渇夜
人体部位：然 暁徨 逃紘
動 量 詞
専用動量詞：肝 指 緬 禽 桑 魁
１専用借用動量詞
人体部位：遊 附 重 凛
時間名詞：爺 定 埖 弌扮
借用動量詞
２臨時借用動量詞 道具名詞：漉徨 厭徨 社誌
時間名詞：歪爺 絡貧 混邪
二．「臨時借用量詞」の機能について
量詞は人と事物を計量する物量詞と動作・行為の単位を計量する動量
詞の二つに大別される。ここで特に注目したいのは上表にある黒字記載
部分の「臨時借用量詞」及び「臨時借用動量詞」である。量詞の中でこ
れらは一般量詞として機能している一方、他の量詞と異なる特徴もあり、
とりわけ修辞手段としての豊かで且つ効果的な表現力は無視できない。
ここで借用された名詞の種類や特徴から次の４項目に分けて、分類して
紹介し、主に文中で名詞を修飾する“定語”と動量補語の両機能からそ
の表現力をみていきたいと思う。例文は『北京文学』と『中篇小説月
報』をはじめとするいくつかの文学作品から引用したものである。
２１（１４２）
１． 容器類の代わりに使われる名詞の「臨時借用量詞」
① 咀葎麿壓椎戦佃鞭，嶮噐匯型寂議押繁脅佰狛栖阻。
② 麿貫僥丕議壽銘牢頼壽竃栖，操阻匯利教算和栖議壜丗捲。
③ 浸遊貧均彭敢歎徨才厘議僥伏断音岑採扮僕栖議叫廉：噴叱倖亙痔
軌・・・匯返嬢藥徨。
④ “弌圦社！ 和依息阻兔！ 渠宸匯彑徨傾腺！“
①“型寂”、②“利教”、③“返嬢”、④“彑徨”という一般名詞がど
れも文中で容器類の量詞に変身している。①“匯型寂議押繁”は“病室
にいるすべての患者”、②“匯利教壜丗捲”は網袋いっぱいの汚れた服”
（利教：ナイロンのひもで編んだ手提げ袋、買い物などに良く使われて
いる）、③“匯返嬢藥徨”は“ハンカチで包んだいっぱいのハシバミの
実”、④“匯彑徨傾腺“は“テーブルいっぱいのご飯粒”、このようにこ
れらの“容器類”機能を付与された名詞は各文において、“満、全”の
量を表す“一”と共起して、後の名詞を量的に修飾し、便利且つ効果的
な表現に変り、時には誇張し、時にはユーモアに、時には修飾される中
心語よりも中心的な存在になるのがこの種の「臨時借用量詞」の特徴で
ある。これらの文章表現から中国人の生活を窺い知ることができるので
ある。
２． 人体部位を表す名詞が「臨時借用量詞」に使われる
⑤ 銭厘匆当阻匯映徨子。
⑥ （伶麼販）騰阻麿議釘，斑麿喜序匯定扮寂，宜之阻匯逃紘娥。
⑦ （弌欲蹴）縁阻匯暁徨議賑。
“一＋人体部位の名詞”で構成される数量フレーズは「借用量詞」の
中でも特に多く見られ、“竃阻匯遊差”、“海阻匯附頏徨”、“家阻匯重釣”
のような実体が見えやすい用法は比較的理解しやすく、“頭中汗だらけ”、
“体中あせもだらけ”、“足が泥だらけ”と一致する日本語も見当たりや
すい。“人体は天然の度衡量器具であるため、大多数の身体部位は「借
用量詞」として使える。特に外在的な器官は目立つ”。２）
しかしながら、時折人体部位名詞は臨時に比喩的な容器になることが
ある。⑤“当匯映徨子”は“面目丸つぶれ”、“門前払いをくう”意味で
ある。⑥“之匯逃紘娥”は“借金だらけ、借金まみれ”の訳で有名であ
る。“逃紘“は身体後部の一部位として、いかにも借金取り立てに後か
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ら追われる様態や、借金にどっぷりとお尻から浸かってしまっている光
景が目に見えそうで、むしろ写実に近い比喩手法と言え、なかなか面白
い表現である。⑦“縁匯暁徨議賑”は“胸いっぱいの怒りをじっとこら
えている”意味に使われる。「緒言」に挙げた中検２級の問題例も同じ
用法だが、“匯暁徨”について、これまでに多くの研究がなされ、“彼は
博学だ”と言えば、“麿嗤匯暁徨僥諒”。“彼は腹黒だ”と言えば、゛麿
嗤匯暁徨撒邦隅”、゛麿嗤匯暁徨麹麼吭”。このように゛匯暁徨”の比喩
的表現効果がたいへん高いことが分る。
これらの表現は慣用句として定着しており、ある特定の文義の中で、
人体部位本来の機能から抽象的なものをより具像化し、ユーモアと誇張
の表現効果をあげている。これらの文章からも中国語の表現文化を知る
ことができるのである。
３． 道具類の名詞が「臨時借用動量詞」に使われる
⑧ 剋委徨渇匯漉徨，万祥酔恠叱化，麿匯繍漉徨慧和，万祥勣正討。
⑨ （麿）値匯襟狢，№瓜渇阻匯厭徨。
⑩ 厘幻牌匆阿阻爽寔析査匯奄毅。
⑪ 麿勣頁乏返公厘匯社誌，民宜議祥音頁匯倖，遇頁匯褒阻。
⑧“漉徨”、⑨“厭徨”、⑩“奄毅”、⑪“社誌”のような名詞は、「借
用量詞」になったとき、動作動詞に深くかかわり、一撃によって、相手
にかなりのダメージを加えてしまう傾向の道具類名詞である。⑧、⑨、
⑪の動詞、“渇”、“公”は文中で相手に一撃を加える施手による動詞で
あり、⑩の“阿”は受け手が一撃を被った受身動詞である。動詞にどの
ような形でどんな物を道具に作用を起こしたかが一目瞭然である。と同
時に道具に用いられた名詞は道具としての機能を果たしながら動作に密
着することによって相手にダメージを与えてしまうという“一語二役”
の機能を持っているので、この驚異的表現力を見落としてはならない。
なお、この場合の“一”は実数としても用いられ、二撃、三撃の場合も
あり得る。
４． 時間類の名詞が「臨時借用動量詞」に使われる
⑫ 銚牌嗽鮎阻匯絡貧，及屈爺凛商碕碕議。
⑬ 欺恷除議惣翫肇，匆勣恠匯貧怜。
１９（１４４）
⑭ 麿壓今掴戯業狛阻匯歪爺。
⑮ 川宗壓叫臼議析社俚連阻匯混邪。
⑫“絡貧”、⑬“貧怜”、⑭“歪爺”、⑮“混邪”のような時間名詞は
“一”と共用することによって、“匯絡貧”は“一晩中”、“匯貧怜”は“午
前中いっぱい”、“匯歪爺”は“夏の間ずっと”、“匯混邪”は“冬休み中
ずっと”の意味を表し、動詞である“鮎”、“恠”、“業狛”、“俚連”の大
げさな時間補語である。四季用語の中で、“匯歪爺”と“匯喬爺”は長
さを強調するためによく使われる誇張表現であり、人々に過ごしやすい
快適さを与える“匯敢爺”と“匯拍爺”のような言い方より圧倒的に多
い。これらの文章は中国語の表現感覚を表しているのである。
以上の４項目に使用された「臨時借用量詞」と「臨時借用動量詞」（以
下まとめて「臨時借用量詞」という）が他の量詞との特徴的な違いは、
（１）他の量詞のように、量詞の部分だけを重ねて使うことはでき
ない。
（２）ほとんどの場合、「一」としか共起せず、“いっぱいの”、“～
だらけ”、“～中”と訳されることが多い。
（３）修飾される語との間に「的」を入れることができる。
という点である。
「臨時借用量詞」は量詞辞典には載っていないから、純粋な量詞とは
言えないかもしれない。しかし、その用法は立派に量詞の役割を果たし、
簡単な使い方で的確な表現力を担っている。他の言い方より便利で整合
性を取っていることは言うまでもない。学習者のレベルアップに繋がる
一例としてこのような用法を教えるべきだというのには前述の検証によ
り十分な根拠を備えていると言える。入門・初級段階では基本的な量詞
の習熟を図りたいものであるが、次のステップでは逆に本来の量詞の細
かい分類、用途とは別に、便利で効果的な「臨時借用量詞」の学習を取
り入れる事が望ましいと思うのである。
三． 日本の中国語教育における量詞の学習事情
次に企業研修の中から量詞の学習事情及び日本における中国語力の測
定機関等による試験問題から量詞の出現状況を分析し、日本の学習者た
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ちがどのくらいの量詞を勉強しているか、「臨時借用量詞」のような用
法に触れているかの現状を考察してみる。
１． 企業における中国語研修に見られる量詞への取り組み
六角恒廣先生の『中国語教育史稿拾遺』によれば、日本における中国
語の学習は文化語学と実用語学の二種類に大きく分かれている。「文化
語学」とは、外国の政治、経済、文化などの各分野における学習ないし
研究に必要とされる外国語、または自国の研究成果などを外国語で発表
し紹介するために必要とされる外国語、あるいは外国との間でなされる
学習、研究などの相互交流に必要とされる外国語、このような外国語の
教育、学習を文化語学という。いわゆる教養のための語学である。「実
用語学」とは、社会における政治、経済、文化の各分野において外国と
の間の業務上の相互交流に役立てるための外国語、また外国に居住する
ものが生活上必要とする外国語、あるいは一時的に外国に旅行するため
に必要とされる外国語等々の外国語を総称として実用外国語というが、
このような外国語の教育、学習を実用語学という。３）
ビジネス中国語はこの実用語学の中に入り、企業内中国語研修もこの
範疇である。中国との多方面にわたる交流の中でとりわけ経済交流が盛
んである今日、中国へ進出する企業において、社員に自己開発の一環と
して中国語教育をする所が急増している。現在、企業研修で使用されて
いる中国語の教材は統一されておらず、講師派遣会社がそれぞれ自社開
発のものや講師に市販教材の選定を任せているのが現状である。また、
企業向けの研修コースの中には、３００時間以上の入門・初級研修時間（授
業外の学習時間を含めない）を修了した受講生が引き続き受講する中級
コースがある。日本有数の大手企業の数社の中国語研修コースでは受講
者数５人～１０人の各クラスで使用されている、ある講師派遣会社が開発
したビジネス重視の検定対応の教材がある。『新・話すためのルール』
というこの教材は三冊から成っており、大手企業の中級コースのカリ
キュラムにも使用されている第三冊目は語彙及び文法事項の量が相当多
いものである。企業の中国語教育における量詞学習事情を知るために、
この教材の中で果たして量詞の使用例がどのぐらいあるのか、「臨時借
用量詞」を含む「借用量詞」が使われているのかどうかについて次のよ
うに調査した。
１７（１４６）
４）
ユニット 量詞数 量 詞 量詞／単語数
１ ３ 匯寂 匯曽 匯乂 ３／３７
２ ０ ０／２８
３ １ 匯耗 １／３３
４ １ 匯答 １／４４
５ １ 匯肝（動量詞） １／３７
６ １ 匯鐙 １／３４
７ １ 匯笥（動量詞） １／３１
８ ０ ０／３０
９ １ 匯禽（動量詞） １／３０
１０ ０ ０／３０
１１ ０ ０／２７
１２ １ 匯官 １／３６
１３ １ 匯侭 ０／３２
（第１、２冊目では「匯倖 匯訳 匯云 匯峪 匯嫖 匯委 匯社 匯周
匯促 匯泣隅 匯嶽 匯芸」などはすでに学習済）
上記データからは、中級レベルとして一定企業の中で定着している教
材でも量詞の使用数は他の教育機関で紹介されているものと大差がなく、
専用量詞が主流であり、出張や単独行動する際に遭遇するいくつかの場
面に対応する必要最小限のものに限られ、“一口”のような「専用借用
量詞」があっても、「臨時借用量詞」はまったく出現していないことが
分る。
実際はこの必要最小限の数でも授業の会話訓練の中で活用されること
が不十分で、受講生は量詞を意識しないか、できるだけ避けるか、誤用
するかのいずれかになっているのが現状である。“一个”でも通じるな
ら間違えているのを承知の上で敢えて使おうとする受講生が少なくない。
確かに日本語では“箸一膳”を“箸一つ”と言っても、意味を間違える
ことはない。しかし、“匯倖衰徨”と言ってしまえば、一本なのか、一
膳なのかが分らなくなってしまうのが中国語である。“一枝”と“一双”
を使い分けることは本数と用途が違う認識を持つことである。ネイティ
ブ講師の視点からみると、企業においての量詞教育は初級レベルのもの
が充分消化されていないだけでなく、中級へ上がるために必要なものも
（１４７）１６
中国語検定試験第２級の量詞出現状況５）
物量詞 動量詞
５５回 匯緒 匯嫖 匯社 匯乂 匯了 匯粁 匯嶽
匯禽 匯㍻ 匯耗 匯尺 匯壇 匯寂 匯何
匯暁徨
匯氏隅
５６回 匯嫋 匯翠 匯曾 匯周 匯峪 匯了 匯社
匯斤 匯曽 匯鳥
匯演
５７回 匯窃 匯㍻ 匯嫖 匯周 匯社 匯磯 匯耗 匯肝
匯曾 匯褒 匯撃 匯云 匯嶽 匯匚 匯谷
匯鞘 匯嶽 匯斤
匯蕗 匯和
５８回 匯社 匯了 匯撃 匯粁 匯周 匯曽 匯恙 匯委
匯嫖 匯㍻
匯凛 匯和
匯和怜
５９回 匯嫖 匯功 匯笥 匯㍻ 匯撃 匯嶽 匯了
匯概
匯禽 匯桑
匯鵬寂 匯禽
（この統計は、ヒヤリング、筆記の問題文を中心に選出され、量詞専門の問題
に出題された量詞を含めるが、“匯倖”、“匯泣隅”は省いている。）
用意不十分であると言わざるを得ないのである。
２． 中国語検定試験、大学入試センター試験等における量詞の出題状
況
今日まで日本において、中国語の学力を測定する統一総合機関はない
が、個々人の実力判定のテストとして、最も有名なのは日本中国語検定
協会が主催する中国語検定試験である。その他、ビジネス中国語検定、
HSK（中国政府が国内外で実施する学力認定試験）などがある。ここ
で企業の次に、昨年から今年の６月までに行われた５回の第２級中国語
検定試験の中で出現した量詞とその数をまとめてみた。
第５５回：物量詞１４個、動量詞２個 第５６回：物量詞１０個、動量詞１個
第５７回：物量詞１７個、動量詞３個 第５８回：物量詞９個、動量詞４個
第５９回：物量詞８個 動量詞４個
この表から、毎回出現している量詞は物量詞が１０個前後、動量詞はほ
ぼ５個以内という数である。上表では物量詞に「専用量詞」と「専用借
用量詞」の分類をしていないが、現代中国語の中で名詞と動詞としても
使われているものを「専用借用量詞」であることから、“匯社”、“匯競”、
“匯壇”、“匯嫋”、“匯撃”、“匯匚”、“匯鞘”、“匯概”などがそうである。
１５（１４８）
大学入試センター試験６）
物量詞 動量詞
１３年度 匯褒 匯云 匯斤 匯訳 匯周 匯社
匯鵜
匯魁 匯演
１４年度 匯均 匯云 匯指 匯臣 匯岬 匯嶽
匯嫖
匯重 匯肝
１５年度 匯険 匯准 匯鞘 匯了 匯峪 匯翠
匯了 匯壇 匯訳 匯徒
匯蕗 匯專徨
「臨時借用量詞」に第５５回目の“匯暁徨”だけが一回出題されている。
動量詞に、“匯蕗”、“匯凛”のような「専用借用動量詞」の他、第５８回
目の“匯和怜”の「臨時借用動量詞」が１回出題されている。
また、現在、在籍している成城大学で講義を受持っている一年生の学
習内容より算出した初級レベルの量詞の数は、企業研修のカリキュラム
に出現した数と、中検３級までに出現した量詞の範囲を超えるものはな
かった。さらに二年生以降のカリキュラムを見る代わりに、平成９年か
ら実施しはじめた中国語大学入試センター試験の問題の中から、平成１３
年度、１４年度、１５年度にどんな量詞が出現しているかを調査した。
１３年度：物量詞７個、動量詞２個 １４年度：物量詞７個、動量詞２個
１５年度：物量詞１０個、動量詞２個
（１５年度の動量詞にあった“匯專徨”について、これをまた別の機会で
“匯渦徨”、“匯鵬寂”などの特殊量詞と共に再検討する。）
この大学入試センター試験の出題には、物量詞に“匯社”、“匯壇”、
動量詞に“匯重”、“匯蕗”のような「専用借用量詞」は出現しているが、
「臨時借用量詞」は一つも見当たらない。
そして、筆者は最後にもう一例として日本で認知度の高かった TECC
の過去数年間の出題も分析してみたが、やはりその「臨時借用量詞」の
用法は一個も出現していない。
以上の資料を分析してみると、“匯社”、“匯撃”、“匯凛”、“匯蕗”、“匯
笥”のような「専用借用量詞」はよく出されているが、「一」で紹介し
た「１～４」項目の「臨時借用量詞」のような用法は中検２級の問題に
２回出現した外はほとんど見当たらない。ここで問題点として思うこと
は、日本における中国語の教育は初級の基礎学習が終って以降も、使用
（１４９）１４
教材がまだ日本語をベースに作られたものに留まっているということで
ある。日本語を介在しない思考方法へと切り替えた教育、つまり中国語
で思考を組み立て、原書中心の教材による教育に変えることが必要とさ
れているのではなかろうか。
四． 作文からみる中国の小学生が使う「臨時借用量詞」
中国の小学校の国語教科書では「臨時借用量詞」の用法があまり見当
たらないが、学習単位に取り上げられていなくても、日常生活の中で「臨
時借用量詞」を含め、「借用量詞」を自然に使いこなせていることは、
小学生の作文コンクールの入賞作品・『臼奨偏弌僥伏廨籾恬猟曳琵資襲
恬瞳』に数多くの用例があったことからも分る。
① 侑挫，栖阻匯概廉碕柄。
② 第第薬匆短薬，公厘趣阻匯銈時。
③ 芝誼嗤匯肝，慰慰出厘肇沢匯利教匿徨。
④ 勝砿厘項阻匯亂紐徨，徽厘珊頁互佶仇出：“厘欺恷互侃阻。”
⑤ 川通通嫋壓臼塁議岬竣貧，心彭匯垪徨議寄寄弌弌。
⑥ 傍彭宴貫概貧鎮阻匯課単寄孟斑厘断郭。
⑦ 匯幢瑞伏剪扉堪，心貧肇冲弼嗤乂窟菜。
⑧ 艶心麿頁倖励噴謹槙議㍗和繁，抜嗤匯暁徨議僥諒。
⑨ 傍頼厘詰和遊，嗽裕裕仇遘阻慰慰匯凛。
⑩ 厘断脅葎慰慰彭識，賑砿况、鷺况……匯附押。
ここで「臨時借用量詞」を中心に、①～⑦まではすべて容器類の機能
を備えた名詞から量詞に使われた用例であり、⑧～⑩は身体部位を使っ
た「借用量詞」である。中国の子供たちにとって、学校では「臨時借用
量詞」云々を習わないが、日常生活で理屈なしに抵抗なく使っている用
法を作文に活用することができ、母国語の環境の有利さを意識せずに難
なく身につけている。日本人の場合は、日常生活からの学習は望めない
ので、尚更中国語教育の中で「臨時借用量詞」を含む「借用量詞」の用
法を意識し、明確にカリキュラムに入れる必要があると言えよう。
１３（１５０）
五． 学習者の「臨時借用量詞」の受け入れの実態
果して「臨時借用量詞」は日本の学習者にどのように受け入れられる
のだろうか。筆者は社会人向け専門学校の中検３級合格者の授業で「臨
時借用量詞」の用法を取り組もうと、それぞれ５人前後の３クラスで、「借
用量詞」の用法を事前に説明せずに、次のような実験を試みた。仮にク
ラス、クラス、クラスと分ける。クラスとクラスの学習時間
と学習歴はほぼ同じである。
まず中訳の問題を５問設問し、クラスに作文練習を課してみた。
クラス 中訳問題：
A． 母はテーブルいっぱいの料理を作った。
B． おばあさんは引き出しいっぱいの薬を溜めこんでいる。
C． 彼の家にはお祝いに来た客でいっぱいだ。
D． 子供は顔いっぱいの汗をかいた。
E． 父の頭は白髪がいっぱいだ。
ここで説明しておく必要があるが、出題者は「借用量詞」の意図があ
るため、日本語が不自然ではあるが、敢えて“いっぱい”を意識させる
ためにこのような問題の出し方を試みたのである。
正解は必ずしも「借用量詞」の用法を使用するという説明は行われて
いないため、回答は予想通り様々であったが、「借用量詞」の“匯彑徨”、
“匯渇夜”、“匯塁徨”、“匯然”、“匯遊”の用法を使った人は一人もいな
かった。その解答例の一部は次の通りである。
クラス 中訳問題・解答例：
A． 第第壓彑徨貧恂阻載謹暇。（正解例：第第恂阻匯彑徨議暇。）
B． 通通贋阻渇夜諾議勞。（正解例：通通壗阻匯渇夜議勞。）
C． 麿社戦七諾阻栖廝斎議繁。（正解例：麿社戦栖阻匯塁徨祇浪議
繁。）
D． 頃徨議然竃阻湊謹議差。（正解例：頃徨竃阻匯然議差。
E． 幻牌議遊窟畠頁雑易遊窟。（正解例：幻牌嗤匯遊議易遊窟。）
（１５１）１２
習ってもいない言葉の用法を学習者に意識させることは不親切で無理
ではあるが、通じさえすれば答えがいくつもできる中で、中国人がよく
使うベストな一文があってもよいはずである。出題者が意識している
「借用量詞」の用法は中国人がしばしば好んで使う誇張表現法の一つで
あり、やや大げさな言い方によって相手に言いたいことを深く印象付け
るという表現効果を上げているのである。逆にこのような自然な表現法
にはなかなかぴったりと合致する日本語訳が付かないところも、中級・
上級レベルの学習過程の中で学習者に提示し、意識させるところだと思
うのである。
次に、和訳の問題を５問設問し、クラスに練習をしてもらった。
クラス 和訳問題：
F． 頃徨海阻匯憶徨頏徨。
G． 純純海阻匯然噺胃。
H． 慰慰之阻匯逃紘娥。
I． 悟悟公阻撒繁匯漉徨。
J． 慰慰嬉阻頃徨匯依嫺。
これを事前に“頏徨”、“噺胃”、“之娥”、“依嫺”などの単語の意味だ
けを説明したあと、練習を開始した。実験対象者からの解答例は次の通
りである。
クラス 和訳問題・解答例：
F． 子供の首中にあせもが出た。
G． 彼女は顔中にそばかすだらけだ。
H． 父は背負いきれないほどの借金をした。
I． 兄は悪者に一撃を加えた。（厳密に訳せば、「棒で叩きのめした」、
「棒で一撃を加えた」）
J． 父さんは子供に平手うちをした。
この回答例を見る限り、中国語から日本語に訳すのにはさほどの抵抗
はなく、漢字に対する意味の認識をある程度把握していれば、与えられ
１１（１５２）
た文の意味はスムーズに理解できることが実証された。
最後に、実験対象者の学習歴がそれぞれ違うクラスに、クラスと
クラスで試みた中訳と和訳の上記 A～Jの１０問を全部同時に与え、訳
してもらったところ、和訳はクラスとほぼ同様の解答があり、正解率
が高い。中訳にも次のような間違いもあるが、出題者の意図に非常に近
い解答が返ってきたのである。正解からほど遠いものもあったが、ここ
では省くことにする。
クラス 中訳問題・解答例（１０問の一部・クラスと同様の中訳問
題）：
A． 第第恂阻匯彑徨諾議暇。
B． 通通贋阻匯渇夜勞。
C． 麿嗤匯社栖廝斎議繁。
D． 頃徨海阻匯然差。
E． 慰慰海阻匯遊易窟。
（F～Jはほぼ正解のため、省略する。）
クラスの解答では、Aをみると、“一”と“満”が重複しているが、
中国語文の影響で、“匯彑徨”を意識していることが分る。Cも“匯社”
と“匯塁徨”を間違えて、惜しくも不正解ではあるが、指導による後も
う少しのプッシュが必要である。Dは単に“竃差”を“海差”と間違え
ているだけで、Eは正解である。
この実験は、「借用量詞」に対する認識がこれまでゼロに近いところ
を、教える側である指導者が少しでもそこへ導くことによって、学習者
が多彩な表現法を獲得できることが証明されたと言える。今日、各種の
文法書や用途別単語集、会話集が多数世に出されている。だが「臨時借
用量詞」を含める「借用量詞」のような、中国人が日常語として頻繁に
使っている自然な表現の多くが日本では紹介されていないという現状が
ある。故に多くの日本人学習者がこのような用法に接することなく学習
を修了している現状は非常に残念であり、ここにその教育の必要性を痛
感するのである。
（１５３）１０
六．「臨時借用量詞」に近づけよう
量詞は文中において一見地味な存在であるが、しかし「臨時借用量
詞」は文中で派手に振舞い、時には中心的な存在であることは、前述の
「１～４」の項目で紹介した通りである。中国人は日常生活の中で会話
や文章表現の手段に「臨時借用量詞」を含む「借用量詞」を自然に取り
入れているが、日本ではその用法がほとんど指導要領に編入されていな
いということもあり、学習者が教わる機会に恵まれていないのである。
「臨時借用量詞」の学習は、これまでの学習方法を転換させる手がか
りの一つとして、中国人の中国語に近づける近道の一つであると考えて
いる。名詞が量詞として機能する、主語や目的語になる名詞が量詞に
変ったとともに、“定語”や“補語”として働く、この「臨時借用量詞」
のような品詞活用法は発音・語彙・文法重視の初級学習から、中国語で
文を創造し、より高い作文能力を養い、表現技術を高める上級へ上がる
ための欠かせないパイプである。ここで筆者なりに指導者側に必要と思
われる留意点をまとめてみた。
①一つの単語を教えるとき、発音と意味のほかにその単語が基本的
に持つ品詞（名詞か、動詞かのような）も学習者に認識させる。
これは後の作文練習において正しい語順並びに大いに役立つ。
②動詞である単語が時に形容詞として使われ、「臨時借用量詞」の
ように名詞である単語が量詞に変身する、このような同一単語の
品詞兼用法は初級後期で教える、こうすることによって中級へ向
けた語彙活用の土台が築かれる。
③上記①と②を合わせて語彙活用法とし、文法と結びつきながら更
に幅広い表現法を紹介する。その一つに「臨時借用量詞」の用法
を授業に取り入れる。その際、まず大量な例文を示し、学習者の
認知度を高めてから、応用・活用に生かす。
④大胆に中国人の書いた文章や名作と呼ばれる文学作品を薦め、誇
張、ユーモアたっぷりの「臨時借用量詞」のような品詞活用法に
気付かせ、日本語が介在しない原語の世界に冒険してもらう。
９（１５４）
以上のような手順を踏まえ初級から中級・上級へと、いわゆる中国語
の「柳暗花明又一村」のより高いレベルへ導いていきたいと思う。
結語
本稿では「臨時借用量詞」を中心に、現在の日本における量詞学習事
情を考察し、様々な角度からデータ分析をしてきた。その結果、量詞の
学習が不十分であることが明らかとなった。また初級で停滞したままの
学習者達をより高いレベルへ上げるための一方策として「臨時借用量
詞」を含む「借用量詞」を取り入れることの必要性を提示し、学習指導
要領に「臨時借用量詞」のような品詞活用法を導入する必要性を訴えて
きた。
中級・上級というレベルが意味する中国語の学習は、字面以上に中国
人の生活や文化を反映する中国人の思考方式に対する関心と理解が重要
である。学習者にとって単に文法や単語の意味を説明するだけでは多く
の場合、まだ本当の意味で文意を理解し、日本語では言わないこんな表
現が何故あるのか、背景にあるものは何かを知るには至らない。授業で
発音や文法を習い、指示どおりに作文練習や単語・構文の応用練習を重
ねる、しかし、教室から一歩踏み出せば、コミュニケーション能力が
まったくないことが初めて思い知る学習者も多いはずである。ネイティ
ブ講師の視点からこの現状を打開するためにはもっとワイルドな、中国
人の生活や文化をありのままに日本にいる日本人に触れさせる現実味の
ある新しい中国語の教育法が必要だと痛感する。
最後に、「臨時借用量詞」の学習はレベルアップの手法の一つだと主
張するのには、筆者自身が日本語を勉強してきて、今日まで辿り着いた
長い道程で「借用」すべき良い参考と経験があると思ったからである。
８０年代北京にある外国語学院の日本語科で先生たちの指導を受けながら、
二年目から数少ない日本語の名作品を原書で理解し、一ヶ月遅れで図書
館に届いた『朝日新聞』や雑誌を読み漁り、日本人と文通を交わし、日
本映画を見るなどいろいろな試みをしていた時期があった。後に、中国
にいながら日本を生きたと言える貴重なこの一時期はどれほど理屈なし
に語感を身につけさせてくれたことか、もちろん日本語で思考し、表現
する力もこの時期なしでは到底身につけられなかったことだろう。
（１５５）８
まだ日本語が十分には理解もできなかった頃に鑑賞した映画の一つに、
『男はつらいよ』のいわゆる“寅さん”映画があった。“けっこう毛だら
け猫灰だらけ、お尻のまわりはクソだらけ”という、周囲を笑わせたり
顰蹙をかったりする寅さんのこの名台詞の歯切れのよい「だらけ」とい
う音の響きは、今でも脳裏から離れない。場違いかもしれないが、「借
用量詞」の用法を知っている学習者であれば、「お尻のまわりはクソだ
らけ」を中国語に直訳してみるのも良い。（参考訳：匯逃紘丙）
「臨時借用量詞」を含む「借用量詞」の学習を通じて日本語にはない
中国人の思考方法と表現方法、更には異文化である中国人の生活パター
ンを学ぶことができる。それこそが中級へのレベルアップの鍵となるの
である。
本稿では中国語教育における「借用量詞」学習の研究において、まだ
まだ多くの課題が残っている。特に「専用借用量詞」と「臨時借用量
詞」の区分の試みや特殊量詞の扱い方等について、今度の研究対象に取
り上げたいと考えている。
２００６年９月１９日
注
１） 劉順著『現代漢語名詞的各視角研究』と郭先珍著『現代漢語量詞手冊』
を参照
２） 蝦穴研 果羨嶄 装倔唏『附悶嚥透囓 囂冱嚥範岑議遍勣初中』より引
用
３） 六角恒廣著『中国語教育史稿拾遺』より引用
４）（株）海外放送センター『中国語 新・話すためのルール３』の各課よ
り統計
５） 中検研究会『中検２級問題集 ２００６年版』の過去問より統計
６） 白帝社編集部『中国語大学入試センター試験 対策問題集』より統計
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